
目的

• 大阪府監察医事務所が取り扱った熱中症死亡例の大部分は、独居高齢者の非労作性
熱中症による自宅死亡例であった。

• 3年とも梅雨明け後、初めて35℃を超えた日から約2週間の猛暑期間に死亡例が集
中している。ピークが複数回襲った2018年にも死亡者ピークは初回ピークに限ら
れていたことから、初回ピークを乗り切れば馴化により死亡のリスクが低下すると
示唆される。

• 以上から『猛暑日初日から2週間が熱中症最重要対策期間である』ことが示唆され、
日本救急学会から救急搬送例において報告された内容１）が熱中症死亡者例でも同
様であることを示している。

• 毎年、熱中症予防に関する啓発活動が行われているにも関わらず、自宅発生例の大
部分は室温29℃以上の高温環境下で発見されており、エアコン使用率も約10％と
大変低かった。

結果①
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• 男女ともに６５歳以上の高齢者の割合が高かった
（男性：72.3％、女性：87.7％）
• 最少年齢は男性43歳、女性49歳で、男性では59歳以下の割合が16.0%と
比較的高かった

• 発症場所は自宅が92.1%と大部分を占め、そのうち独居者の割合は71.5％
であった

• 熱中症死亡例:52例に対し腐敗発見例:130例(内因死:43例,死因不詳:87例)

であった(腐敗発見例は熱中症例の約2.5倍)

• 自宅発生例における発見時
の室温の中央値は、熱中症
例33℃、腐敗発見例32℃
であった

• 調査①の結果のとおり、
『65歳以上の高齢者・自
宅内発生』の割合は両群
ともに高かった

• 腐敗発見例は男性・独居
の有意差ありの結果とな
り、孤独死リスクとの関
連性を示唆しており、発
見経緯でも周囲とのつな
がりの希薄さが伺える

• 夏期の腐敗発見例は熱中症死亡例とほぼ同時期の死亡発生ピークを示し、多くが高
齢者であること、高温環境下の室内で発見されているなどの共通点がみられた。

• 上記は本調査の仮説を支持しており、両者は類似した疫学的課題を有しているもの
と考えられる。

• 一方、腐敗発見例は社会的孤立に関連する背景因子（独居・定期訪問の有無等）を
有しており、発見までにかかる日数が長かった。

• 熱中症死亡例の一部は社会的孤立の関連因子を有するため、発見までに日数を要し、
腐敗が進行により、熱中症の診断要因を満たせなくなると推測される。このような
症例は、熱中症死亡としてカウントされないため、死因統計上、熱中症の死亡者数
が過小評価されている可能性がある。

⚫ 大阪府監察医事務所で過去に取り扱った熱中症死亡例に関する２つの調査・分析を行った。
⚫ 腐敗発見による熱中症死亡数の過小評価の可能性があり、実際の熱中症死亡者数は死因統計上よりもさらに多いと考えられる。
⚫ 『独居者・高齢者がハイリスクである』、『猛暑日初日から2週間が最重要対策期間である』、『室温29℃以上では死亡する危険性が

ある』といった具体的な情報周知により、本人および周囲の人々に対しても積極的なエアコン使用を促す必要がある。
⚫ 熱中症死亡例の報告・検討を継続的に行い、予防対策の一助となるよう努めたい。

全
症
例

熱中症死亡例 腐敗発見例 ｐ値

総計 151例 130例

男 94  （62.3％） < 107（82.3％） ｐ＜0.01

＞65歳 119（78.8％） 104（80.0％） p＝0.88

自宅内発生 139（92.1%） 130（100％） p＜0.01
＊

独居 118（78.1％） ＜ 128（98.5％） ｐ＜0.01

う
ち
自
宅
発
生
独
居
症
例

総計 108例 128例

発見者

親族 28（25.9％） ＞ 12（9.4％）

ヘルパー 18（16.7％） ＞ 2  （1.6％）

近隣住民 24（22.2％） ＜ 48（37.5％）

管理人 11（10.2％） ＜ 31（24.2％）

その他 27  (25.0%) 35  (27.3%)

発見起因

定期訪問 33（30.6％） ＞ 7  （5.5％）

連絡がつかな
い・心配に
なった

40  (37.0％） ＞ 33（25.8％）

異臭 13（12.0％） ＜ 54（42.2％）

家賃回収 2  （1.9％） ＜ 13（10.2％）
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図4：2018-2020年熱中症死亡者発見時の室温

表1：2018-2020年の熱中症死亡例と2020年8月の腐敗発見例の背景因子の比較

＊自宅内発生例は関連性の検定では有意となったが、熱中症死亡例でも
90％を超えており、両群に共通したリスク因子である
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図1 ２０１８年：梅雨明け７/９ 図2 ２０１９年：梅雨明け７/２４

図3 ２０２０年：梅雨明け７/３

※最高気温は気象庁HPより引用
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※ マークは梅雨明けを示す

＊2018年のみ6/30に1件死亡例有りのためグラフに示した

＊

参考文献：熱中症の実態調査－日本救急医学会Heatstroke STUDY2012最終報告, 日救急医会誌2014;25:846-62

エアコン使用あり
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図5：2018-2020年熱中症死亡者発
見時のエアコン使用率
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大阪府監察医事務所における
熱中症死亡例の検討

例年、行政をはじめ様々な媒体により、熱中症予防に関する啓発活動が行われているが、毎年約6万人が熱中症により救急
搬送されている。大阪府監察医事務所では、夏期の取り扱い症例をもとに、熱中症死亡例の調査から、死亡者の背景因子
を把握し、予防策に還元したいと考えた。またこの調査中、『夏期に増加する腐敗発見例に熱中症死亡例が含まれる』と
いう仮説が示唆され、その検証も試みた。
今回、熱中症死亡例に関する、以下2つの調査の結果を報告する。

対象
✓ 2018‐2020年の当事務所取り扱い事例のうち、死体検案書の死因Ⅰ欄に

熱中症を記載された事例、計151例
方法
✓ 死体検案書及び検案関係資料をもとに、死亡例生活背景・死亡時の発見状

況などを調べ、分析を行った

調査①
日毎の熱中症死亡者数に対する気温の影響と

死亡者の背景因子の調査

調査②
仮説『夏期に増加する腐敗発見例に
熱中症死亡例が含まれる』を検証する

対象
✓ 2020年8月の死亡と推定された熱中症例と同8月に発見された高度腐敗例
✓ 腐敗発見例は明らかな外因死を除き、内因死と死因不詳症例を含めた(死

後変化のため両者の鑑別に再現性がないため)
方法
✓ (1)：死亡推定日から日毎の死亡発生数を算出し、死体発見数の経時的変

化と比較した
✓ (2)：結果①で得られた、熱中症死亡者の特徴から、3年分の熱中症死亡

例と2020年8月の腐敗発見例について背景因子の比較を行った

対象と方法

まとめ

結果②

考察① 考察②

• 3年間を通じて梅雨明け後、初めて35℃を超えた日から猛暑日が続く
約2週間のうちに集中的に発生していた

• 最高気温に複数のピークがある年も死亡者は初回ピークに集中していた

• 自宅内発生例139例の発見時の室温を調べたところ、大部分（83.4％）
が29‐35℃に集中していた

• エアコン使用率を調べたところ、わずか10.8％であった

• 死亡から発見までの日数：熱中症例 1日 (中央値)

腐敗発見例 12日 (中央値)

＊ただし腐敗発見例は死亡推定日が確定的でない症例を含んでおり概算値

• 死亡から発見までの日数は、腐敗発見例と熱中症例で約10日の差が認め

られた(統計的有意差あり)
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図6：熱中症死亡発生数と腐敗発見数の経時的変化

約10日のピークの遅れ

• 腐敗発見数のピークは熱中症例の死亡発生ピークより約10日遅れていた

図1-3：2018-2020年 7-9月 大阪市最高気温と熱中症死亡者発生数の比較

■ 熱中症死亡者数

■ 腐敗発見数


